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両総土壌医の会の案内情報 

 

１.会の名称 

 両総土壌医の会 

２.設立年月日 

 令和２年８月２５日 

３.会長 

 長谷川智重 

４.会長のプロフィール 

 千葉県山武市にて、ネギの生産をしている個人農家 

 2019年 土作りマスター 資格取得 

５.事務局 

（１）担当者名：長谷川智重 

（２）住所：〒289-1313 千葉県山武市上横 6063  

（３）TEL：080-6727-8945 

 （４）ホームページ：両総土壌医の会 ホームページ   

    ホームぺージの URL： 

    https://peraichi.com/landing_pages/view/ryousousoildoctors/ 

 

６.会員数 

 正会員：４名 

 準会員：３名 

 賛助会員：なし 

 

７.会の特色. 

 Cure and Care SOIL 土壌を癒し、治していく。略 CaCS 。 

問題を抱える圃場を Cure(治す・問題解決)すること。 

Cureに至るまでの過程を Care(癒す・問題に付随する状況の改善)していくこと。 



会員・準会員には、CaCSを行う為の自己研鑽の場を提供します。 

両総土壌医の会は顧客と共に CaCSを通して、圃場を健全にしていきます。 

現在、両総土壌医の会では農業生産者の有資格者が多く、 

自身の生産活動にも役立てられるようにしていきます。 

 

８．活動計画 

  上期（4月から 9月） 

 

  正会員・準会員を対象に、外部より専門家を招いての講座 

  正会員・準会員・一般の方を対象に、正会員による講座 

  圃場での現地研修 

  土壌医検定受験対策 

  データ駆動型土作り推進事業への継続参加 

  等を予定しております。 

 

  下期（10月から 3月） 

 

  正会員・準会員を対象に、外部より専門家を招いての講座 

  正会員・準会員・一般の方を対象に、正会員による講座 

  圃場での現地研修 

  土壌医検定受験対策 

  データ駆動型土作り推進事業への継続参加 

  等を予定しております。 

 

９．入会のお誘い 

 

CaCSの活動を通して、 

1. 農業生産者の生産力向上や生産が安定化すること。 

2. 家庭菜園者や市民農園使用者の増加と栽培の安定化。 

3. 耕作放棄地の減少と農地への復活が成される事。 



4. 上記３点から、地域の食料自給率が増加する事。 

農業が活発化し、元気になっていく事が目標です。 

CaCSの活動を通し、農業を未来へ紡ぐ事。 

その為の、仲間も随時募集しています。 

また、両総土壌医の会では、農業生産者が多いですが、 

肥料販売業の方もおります。 

色々な職種の方が入ることにより、 

活動の幅も知識や経験の幅も広がると思います。 

一緒に勉強しませんか？ 

様々な方の参加をお待ちしています。 

よろしくお願い致します。 


